
「子どものための学校事務」１１３号

特集：学校事務職員の役割を問う
～共同実施の実相をさぐる～

「共同実施」には、いろんな顔があります。その正体を知るには、その渦

中で奮闘している方々の生の声が一番です。立場によって、同じ渦中にいて

も異なる見解を持つ方もいるでしょう。さまざまな角度から、見ることが大

切だと思います。

今号が、その「入口」となってくれれば、とても嬉しいです。学校の統廃

合や各自治体の共同実施などにより、全国で正規学校事務職員が少なくなり、

未配置校が増えているというのは間違いない客観的な事実です。

しかし、どんな状況にあっても「教育としての学校事務」を担う学校事務

職員の役割は重く、大きい！

注文はこちらへ

■ 神奈川県横浜市立すすき野中学校 植松直人
〒２２５－００２１
神奈川県横浜市青葉区すすき野３－４－３
TEL 045-901-5896 FAX 045-904-2439

■ http://www.bekkoame.ne.jp/ha/seidoken/
（「制度研」で検索できます）

■ E-mail seidoken@ha.bekkoame.ne.jp
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